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論⽂シナリオ執筆↔論⽂シナリオ添削活動を
系に含めた学習活動への展開

研究背景

論⽂執筆では読者を意識して
⼀貫性のあるストーリーを
形成することが求められる

⾃⾝の思考を批判的に
⾒直す機会

⾃⼰内対話の活性化に向けた困難性
I. 分野固有のつながり（「⽀援⽅法」と

「システムのデザイン」）の整合性を吟味
することが難しい

II.主張を他の主張と連携させながら整合性を
吟味することが難しい

着想
三⾓ロジックモデルを⽤いることで主張に
対する裏付けを吟味させることができるのでは

学習⽅略としての⾔語化の⽬標達成モデル[1]
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学習の⽀援⽅法

システムのデザイン

学習の⽀援⽅法

システムのデザイン

理由付け

つながりの妥当性を
説明できない︕

論⽂シナリオ構成⽀援システム（実装中）
論理構造の吟味活動

① 論⽂シナリオで検討した内容から
主張・事実・理由付けを判断

論理構造の吟味を促す⽀援機能（検討中）
研究活動オントロジーに定義されている思考概念の充⾜要件を利⽤
例︓「学習の⽀援⽅法を考える」場合は「学習者が抱える困難性」を

前提に考える必要がある

学習の⽀援⽅法
としての主張

理由付け

困難性が前提として
考えられていない場合

①
②

③

今後の課題

論⽂シナリオの論理構造を明確に表現

より深い添削が⾏えるのではないか
例︓困難性を裏付ける事実として〇〇では

不⼗分である

④

② 主張に対する事実・理由付けを
明確化（三⾓ロジックの構成）

③ 事実・理由付けを主張としたときの
三⾓ロジックの明確化
（三⾓ロジックの階層的精緻化）

④ 思考整理マップ・論⽂シナリオの
再構成

主張と判断した場合

アプローチ
②-Ⅰ 分野固有のつながり

② ⽇々の研究内容をもとに論⽂シナリオを構成

②-Ⅱ 分野独⽴の論理構造

主張

事実 理由

三⾓ロジックモデル
l 論理構造を表現する枠組みである

Toulminモデル[4]の簡略版[5]
l 主張・事実・理由付けで

論理構造を表現

主張を⽀える事実の明確化
その事実に対する
理由付けの明確化

（困難性Ⅱの軽減）

「学習者が抱える困難性」と
「学習の⽀援⽅法」の整合性を
⽰す必要はないですか

領域固有の潜在的なつながりを
研究内容に⽴ち⼊った形で

顕在化し吟味を促す助⾔の提⽰
（困難性Ⅰの軽減）

論⽂シナリオ執筆⽀援システム[3]
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読者への説明を前提とした
⾔語化活動は⾃⼰内対話を活性化する

事実

三⾓ロジックモデルを⽤いて思考を
整理させることで認知的葛藤が産出される

主張

三⾓ロジックモデルを⽤いて整理することで
読者との理解状態との違いを意識することができる

理由付け

主張

三⾓ロジックモデルでは
根拠と理由付けを分ける必要がある

事実
根拠と理由付けを分けることで読者との
理解状態との違いを意識することができる

理由付け
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l 助⾔について考える
考えないを表明

l 論⽂シナリオを洗練

① ⽇々の研究活動
思考整理⽀援システム[2]

思考整理エリア 問いエリア

「学習者が抱える困難性」は
どのようなものですか

[2] N. Mori, Y. Hayashi, and K. Seta. Ontology Based Thought Organization Support
System to Prompt Readiness of Intention Sharing and Its Long-term Practice. 
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研究活動オントロジー[2]

研究推進に求められる思考活動と
その成⽴要件を⼀般性・固有性を
踏まえて構造化

理由付け

事実

事実

この「学習の⽀援⽅法」の主張の
裏付けとして「困難性」を⽰す

必要はないですか︖

l 開発⾔語︓PHP, Javascript
l DB︓phpmyadmin
l 動作環境︓Webブラウザ

主張

事実 理由付け

主張

事実 理由付け


